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11月26日(火)、八幡浜市役所保内庁舎において、第

２回八幡浜市いじめ対策委員会を開催しました。５つ

のブロックから、これまでの活動状況について報告が

ありました。どのブロックも第１回で決定した活動計

画に沿って、充実した取組が行われていました。

その後、子どもたちの健全育成について、情報交換

を行いました。活発な意見交換が行われましたが、出

された意見をいくつか紹介します。

〇 ゲームやスマホ依存が問題となってきている。そ

のことが不登校につながっている傾向もあるのでは

ないか。また、その原因を探ると大人からの影響が

大きいのではないかと思う。

〇 先日、大阪で誘拐事件があり、その犯人の家から

中学生の少女が発見されるという事件があった。Ｓ

ＮＳの問題が取り沙汰されているが、情報を怪しむ

ことと直感力が問われていると思う。誰に対して指

導、啓発していくのか、指導項目等を明確にしてい

くことが大事になってくる。今後、研修を深めてい

かなければならない。

〇 主任児童委員として、地域では赤ちゃん訪問から

子どもたちを見ている。小・中学校のいじめ対策委

員会にも参加させていただき、地域の子どもたちを

見守ってきた。今後も地域で気になることがあれば、

私達にも声をかけていただき、活用してほしい。

〇 来年の２月15日に市の人権・同和教育研究大会が

開催される。平成28年に部落差別解消法が制定され

たが、知らない人も多いのではないかと思う。共に

学んでほしい。午後からは俳優座の有馬理恵さんの

お話と一人芝居の講演がある。是非参加していただ

きたい。

〇 朝食を食べていない子どもがい

るのではないか。実態を調査し、

第３回の会でも情報交換したい。

第２回八幡浜市いじめ対策委員会報告 令和元年度「いじめ根絶」運動標語入賞作品

八幡浜市いじめ対策委員会では、いじめ根絶運動の啓発を目的に、隔年

で、市内の小学５・６年生と中学生から標語を募集しています。

今年もよい作品がたくさん集まりました。その中で

も素晴らしい作品５点を優秀賞、17点を優良賞、そし

て、32点を入選として表彰しました。なお、優秀作品

は横断幕にして、12月１日から20日まで、新町・矢野

町・保内庁舎に掲出しています。

以下に、入賞作品（優秀・優良）を紹介します。

【優秀賞】

笑顔 優しさ 温かさ いじめをなくす三つの太陽 白浜小 山﨑陽桜里

助け合う 心の絆 いじめ０ 喜須来小 横山 絢華

伝えてよ 味方はいつも そばにいる 八代中 髙岡 愛美

「また明日」 心を繋ぐ 合い言葉 松柏中 菊池 百夏

気づいてる いつもと違う 友のシグナル 松柏中 中島 美咲

【優良賞】

いじめ０ みんなにこにこ 笑顔１００ 白浜小 清家そよ夏

「やめようよ」 その一言で 変わる未来 江戸岡小 畠山弥沙希

やめようよ いじめするのも 見てるのも 神山小 帽子 心結

守りたい あなたの笑顔 みんなの笑顔 真穴小 楠本 恵麻

思いやる やさしい心が つなぐ糸 川上小 山内 悠司

やめなよと 勇気の言葉 広がる笑顔 喜須来小 植田 裕也

のばす手で 泣いてる顔に 笑顔さく 川之石小 大星 心菜

さしのべて あなたのその手 やさしい手 宮内小 大田 若奈

探そうよ 「違い」じゃなくてみんなの「個性」 愛宕中 竹村 心

ありがとう 広がる笑顔 伝わる思い 松柏中 山内 彩羽

「大丈夫？」 その一言が 心の支え 真穴中 井上 晃汰

心配も 君の声で ほっとする 保内中 山下 煌代

差し出す手 あふれる思い つながる笑顔 保内中 竹上 舞凛

優しさが 自分を変える みんなを変える 保内中 野村 遼花

僕がいる 救える心が ここにある 保内中 河野 瑠衣

大丈夫 そばには必ず 友がいる 保内中 松田 岳大

「頑張って」よりもうれしい「頑張ろう」 保内中 酒井 玲杏

［令和元年度児童虐待防止推進月間標語最優秀作品］

ひとりで悩んでいませんか？

お気軽にご相談ください。

☆ 電話相談・来室相談（八幡浜市教育委員会教育支援室）
☎ ０８９４-２１-６８６４ 月～金 8:30～17:00

☆ いじめ110番（八幡浜市教育委員会教育支援室）
☎ ０１２０-８０５-４１５ 月～金 8:30～17:00

☆ 警察安全相談（八幡浜警察署）
☎ ０８９４-２２-０１１０ 24時間受付

☆ いじめ相談ダイヤル２４（愛媛県教育委員会）
☎ ０１２０-０-７８３１０ 24時間受付

☆ こどもの人権110番（法務局）
☎ ０１２０-００７-１１０ 月～金 8:30～17:15

☆ 児童相談所全国共通ダイヤル（厚生労働省）
☎ １８９（いちはやく) 児童虐待通報電話 24時間受付

いじめ最多５４万件（18年度全国）

10月17日、文部科学省は、「全国の国公市立小・中学校

と高校、特別支援学校における2018年度のいじめの認知

件数は、543,933件で過去最多であった。」と発表した。

この発表を受け、森田洋司鳴門教育大大学院特任教授は、「いじ

めは、まず認知しないと何の対策もできない。認知件数の高まりは

「気付き」の結果で、肯定的に評価したい。・・・とにかく認知す

るという段階から、具体的にどう対処するかという段階にきている。

各学校で、保護者や地域、子どもを巻き込み、具体的で実効性のあ

る対策や未然防止に取り組んでほしい。」と話している。

ちなみに、2018年度の小・中学校の児童生徒1000人当たりのいじ

めの認知率は、全国30.9件、愛媛県17.7件、八幡浜市は5.9件とな

っている。本市のいじめ問題対策の取組（三層情報環流方式）を評

価するとともに、今後さらに、各学校・地域において積極的な認知

を行い、未然防止、早期対応に取り組んでいくことが望まれる。



 

 

調査対象 小学３年生から中学３年生 

調査回収 １６５６人 

実施時期 令和元年９月 

令和元年度 仲間づくり・学校生活アンケート 

八幡浜市いじめ対策委員会では、いじめ問題の施策の一環として、小学校３年生以上の児童生徒を対象に、９月
に仲間づくりアンケート（小学校）、学校生活アンケート（中学校）を実施しています。 

※ 約 95％の小・中学生が、「学校生活はと
ても楽しい」又は「まあまあ楽しい」と答
えています。夏季休業明けの９月にもかか
わらず、多くの子どもたちが、学校生活を
肯定的にとらえてくれていることは、うれ
しいことです。 

 
※ 学校生活が楽しくない理由で最も多い
のは、小学校・中学校ともに、「苦手な教科
がある」でした。また、「勉強が分からない」
「テストの点や成績」の割合も高く、学習
面でのかかわりが重要であることが分か
ります。小学校においては、「給食」の時間
を苦痛に感じている児童生徒もいます。食
に関する適切な指導が大切であると思わ
れます。 

※ 昨年度までは「くり返しいじめられた
ことがあるか。」という問いでしたが、
今年度は「くり返し」の文言を削除しま
した。これによって、一過性のいじめ行
為も含まれることになり、「いじめられ
た」と回答した児童生徒の割合は高くな
りました。深刻ないじめに至らないよう
にするためにも、一過性であっても早期
に対応することが必要です。 

  なお、いじめの行為で多かったのは、
小・中学生ともに、「悪口、あだ名」「無
視、仲間外し」でした。 

※ 「いじめられた時に、どう
するか」という問いに対して
は、教師や友人、家族に相談
する児童生徒が多いようで
す。 
教師と児童生徒、保護者

が、相互に気兼ねなく話し合
える関係を築いておくこと
が必要です。 
いじめ解決のキーワード 

は「連携」です。 


